第30回岩手公衆衛生学会学術集会
プログラム
平成31年3月9日(土)
岩手県歯科医師会館(8020プラザ)　5階8020大ホール
9：15　 受付開始　
　　     9：50  一般演題発表
　　　　12：00　 昼食休憩
　　　　13：00　 総会議事
　　　　13：30－14：30　 基調講演
　　　　　　　　「終末期における食べることの意味」（仮）
木村祐輔 氏 岩手医科大学緩和医療学科 教授
　　　　　 　　　　　
        14：40－　シンポジウム　
　　　　「地域連携NSTの構築を目指して ～多職種で防ぐ、食の衰え、からだの衰え～」　
　　　　14：40-15：00　「医療・福祉・在宅の栄養連携について考える」
岩手県立胆沢病院管理栄養士 蛇口 真理子 氏
　　　　15：00-15：20　岩手医科大学附属病院NSTにおける歯科医師の役割
岩手医科大学歯学部補綴・インプラント学講座
補綴・インプラント学分野 助教 玉田 泰嗣 氏
        15：20-15：40　県立中部病院NSTにおける歯科衛生士の役割
岩手県立中部病院歯科衛生士 赤坂 幾子 氏
        15：40-16：10  在宅医療における栄養管理の実際
やまと在宅診療所院長　田上 佑輔 氏　
　
16：20-16：50  総合討論
　　　  17:00  閉会
学 会 長　岸　光男
岩手医科大学 歯学部教授
学会事務局
岩手医科大学医学部衛生学公衆衛生学講座
連　絡　事　項
１．口演発表者へのご案内
　１）発表のセッション開始前までに発表者受付にて登録をして下さい。
　　　発表者受付ではパワーポイントの内容および操作方法を確認して下さい。
  ２）発表時間は口演7分間、質疑応答3分間の計10分間です。
      口演開始後6分目に予鈴、7分目に終鈴及び10分目に最終鈴が鳴ります。
  ３）発表開始時に係がパワーポイントファイルの映写を開始します。
　　　発表中は演者がご自身で操作して下さい。問題がありましたら係に指示して下さい。
２．会員へのご案内
１）学会参加費として受付にて1,000円申し受けます。
２）抄録集は当日配布いたしますが、追加希望があれば1,000円にて頒布致します。
３）学会に参加されなかった会員には郵送致します。
４）平成30年までの会費（年3,000円）未納の方は、受付時にお支払い下さい。
３．会員以外の方へのご案内
１）会員以外の方も参加することができます。学会参加費は1,000円です。
　　ただし，会員以外の方が基調講演およびシンポジウムのみに参加する場合は無料です。
２）ご希望があれば抄録集を1冊1,000円にて頒布致します。
３）入会希望の方は，平成30年年会費（3,000円）とともに受付に申し込んで下さい。
    年会費には抄録集が含まれます。
４．ご参加の皆様へ
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１）会場には参加者のための駐車場はありません。近隣の有料駐車場 　をご利用下さい。
２）当日，会場での昼食の販売などは行いません。あらかじめご了承下さい。
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盛岡駅から御来場の場合
　西口地下通路の御利用が便利です。　（　　　　　）
　東西自由通路の場合はマリオス方面に出て左階段を降りて下さい。　（　　　　　）
【会員一般口演】
9：50－10：20　座長：佐々木亮平 岩手医科大学衛生学公衆衛生学講座 助教
1. 看護短期大学生の学生生活の満足度に影響を与える関連要因について
生活実態調査の縦断的分析に基づく検討
○滝澤さおり1）工藤愛美1）佐々木真奈美1）窓岩由実1）鈴木るり子1）
１）岩手看護短期大学
2. Ｏ自治会と協働して行った防災訓練の取り組みから防災保健教育のあり方を考える   
 大澤扶佐子　岩手看護短期大学
3. 介護療養病棟で働く看護職員のジレンマと語る会の成果
　 ―経験年数別にみたジレンマに焦点をあてて―　
　 〇藤澤留美子1）古戸順子1）澤口多美子1）相馬一二三2）
1）共生会松園第一病院　2）岩手科大学看護学部　
10：30－11：10　座長：千葉啓子 岩手県立大学研究・地域連携本部 客員教授
4.　地域の通いの場を活用した陸前高田市介護予防事業の結果報告
　 〇高梨信之1）2）高橋成美2）千葉春香2）武田知子2）佐藤咲恵2）
1）岩手医科大学附属病院リハビリテーション部
　 2）陸前高田市地域包括支援センター
5. 地域住民の認知症高齢者に対する態度に関する実態調査
　 ―Ａ地域のアンケート調査からの分析―
　 柏葉英美　岩手県立大学社会福祉学部
6. 脳卒中罹患および脳卒中死亡の岩手県内の地域差について
　 〇大間々真一1）小笠原邦昭2）石橋靖宏3）大澤正樹4）丹野高三5）坂田清美5）
　 1）岩手医科大学岩手県高度救命救急センター
　 2) 岩手医科大学医学部脳神経外科学講座
　 3) 岩手医科大学医学部内科学講座神経内科老年科分野
 　4) 盛岡つなぎ温泉病院内科5）岩手医科大学衛生学公衆衛生学講座
7. 県内の小規模食産業事業所のHACCP制度導入における課題解決に向けた取り組み　　
 　〇笹田怜子1）千葉啓子2）中野昇二3）
　 1）岩手県立大学盛岡短期大学部2）岩手県立大学研究・地域連携本部
　 3) 宮古市産業振興部産業支援センター
11：20－12：00　座長：田沢光正 オフィスたざわ 代表
8. 行動経済学的知見を活かしたAdvance Care Planning形成に向けた取り組みの報告
　 〇坪谷透1）2）3） 杉山賢明1）2）3）
1）東北大学大学院歯学研究科歯学イノベーションリエゾンセンター 
2）同研究科国際歯科保健学分野
3)東北大学加齢医学研究所 スマート・エイジング学際重点研究センター
9. 回想コラージュを活かしたAdvance Care Planning形成に向けた取り組みが自尊感に与える影響に関する実証分析
　 〇川村桜1) 杉山賢明1)2)3) 坂口聡子4) 坪谷透1)2)3)
1）東北大学大学院歯学研究科国際歯科保健学分野
 2）同研究科歯学イノベーションリエゾンセンター
3）東北大学加齢医学研究所スマート・エイジング学際重点研究センター
4）コールメディカルクリニック福岡
10. 漫才と劇を活かしたAdvance Care Planning形成に向けた取り組みが自尊感に与える影響に関する実証分析
　 鎌田真澄1）杉山賢明1)2)3)4）坪谷透1)2)3)4）
1)一般社団法人みんなの健康らぼ
2）東北大学大学院歯学研究科歯学イノベーションリエゾンセンター
3）同研究科国際歯科保健学分野
4）東北大学加齢医学研究所スマート・エイジング学際重点研究センター
11. 医療資源の乏しい東北地方での緩和ケアを均てん化させる取り組み
○　田上恵太 1) 2)　杉山賢明 2) 3)　田鎖愛理4）坪谷 透 2) 3) 田上佑輔 2)　木村祐輔 5)
1) 東北大学大学院　医学系研究科 緩和医療学分野　2)やまと在宅診療所登米
3) 東北大学大学院 歯学研究科 歯学イノベーションリエゾンセンター
4) 岩手医科大学衛生学公衆衛生学講座　5) 岩手医科大学医学部緩和医療学科
12：00－13：00  昼食休憩　
理事・監事・幹事の皆様へ　
　　　　4階 第一会議室にて理事会を開催いたします。
13：00－13：20  総会議事
13：30－14：30　基調講演
　　
「終末期における食べることの意味」（仮）
　　木村祐輔氏　岩手医科大学緩和医療学科教授
                座長：坂田清美(第30回岩手公衆衛生学会理事長)
岩手医科大学衛生学公衆衛生学講座 教授
14：40－16:10シンポジウム
 「地域連携NSTの構築を目指して ～多職種で防ぐ、食の衰え、からだの衰え～」
　　　
       医療・福祉・在宅の栄養連携について考える
蛇口 真理子 氏　岩手県立胆沢病院管理栄養士 
　　　  岩手医科大学附属病院NSTにおける歯科医師の役割
玉田 　泰嗣 氏　岩手医科大学歯学部補綴・インプラント学講座
               補綴・インプラント学分野 助教
県立中部病院NSTにおける歯科衛生士の役割
                     赤坂 　幾子 氏　岩手県立中部病院歯科衛生士
        在宅医療における栄養管理の実際
田上　 佑輔 氏　やまと在宅診療所　院長　　
座長：岸 光男(第30回岩手公衆衛生学会学会長)　　　
　　　　　　　　　　  岩手医科大学歯学部口腔医学講座予防歯科学分野 教授
16:10-16:50 総合討論
17：00　閉会
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